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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
各回のキーワード
1. オリエンテーション；保険の種類、用語・当事者
－生命保険・損害保険と民間保険・社会保険、保険料・保険金、被保険者
2. 保険システムの利用被害者救済の保険・社会政策のための保険システム
－自動車損害賠償、被害者救済、賠償金・補償金、強制保険
3. 保険システムの発展：冒険貸借から近代化・現代の変貌まで
－海上保険、リスク負担・リスク移転、保険数理
4. 保険システムの発展：日本における保険事業の発展
－先進国からの導入、戦後復興、保険会社破綻・契約者保護制度
5. 保険の仕組み：大数の法則・保険料の算出・危険選択
－偶然な事故、過去の統計、将来の保険金支払
6. 保険の仕組み：リスクマネジメント・再保険・金融と保険の新しい関係
－リスク分散、グローバル市場、銀行・保険会社の共通性
7. 保険市場の当事者・民間保険事業の基本構成と保険類似制度
－集団形成、危険選択、不当利得排除
8.世界の保険市場・保険事業：多様な市場構造と事業モデル
－第三分野、成熟市場、保険の基本原理の普遍性、保険商品の共通性
9. 生命保険の事業構造
－三利源の仕組み、生命保険事業が持つ特有の収益構造
10. 生命保険の新商品開発
－商品開発の実務、少子・高齢化を背景とした生保商品の新しい流れ
11. 生命保険のマーケティング
－ニューチャネル、生保の最新のマーケティング事情
12. 保険事業に対する規制の必要性と方法
－情報の非対称性、保険金支払能力、責任準備金
13. 保険事業における二つの機能と収益構造
－保険引受損益、資産運用収益、保険契約準備金
14. 保険の原理と保険の事業モデル－まとめ
－リスクの移転・分散、問題解決の手段としての保険
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日程
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
参考書1
　下和田功編『はじめて学ぶリスクと保険』第3版
　　有斐閣ブックス 2010年 ISBN 978-4-641-18385-8 　定価本体 2700円
参考書2
　米山高生『物語で読み解くリスクと保険入門』
　　日本経済新聞出版社 2008年 ISBN 978-4-532-35339-1　定価本体 1600円

レポートの留意点
　　理解をしたことを記すこととしているが、講義の際の説明に同意する必要はない。講義の説明と異なる見解が有る場合には、講義の説明について理解した点を記した上異なる意見を記すこと。
　  インターネット上のリソースのコピーはしないこと。コピーであることが解った場合は減点対象になる。
　　考察は感想ではない。考察には対象の分析と自己の見解を支える根拠を示す必要がある。こうあってほしい、こうだと良いとの願望、およびこれが解りましたとの記述は、感想であり、評価の際に考察とは見なさない。考察が、講義の際に説明した内容・見解と異なっていても全く問題はない。論理的かどうかが問題である。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
保険は加入した後、金銭給付がなされる。

死亡の際に、生命保険では死亡保険金が支払われる

火事の際には、火災保険から火災保険金が支払われる



=4 4 =D
7 l'_%z/ =] [ 77 |

20 13FFFH #Fi1/6 4FI18H

2 REDIELE

/.

SOMPO JAPAN

ARCH
IN‘;TITUTF

(2) ZIESHRARIZIELE

LS ULDRDLEZR DR

ﬂmm

RBRDHERIZT BERILE <D g

Bz L, BERRBELREITT
BI7ORTVIIZIE. AADEE
[ZR8{RIT HFBHEL T <HFED
EiR, TEVDEER., N iol=(ZEE
ITHEH. LOY—DERLGET
ZE(FTL%,

BALTEHITHLT, RIEHE
15, BALEREORIESE
EABELSS.

©20134F IR/ FEEFZAT

EMESENE TOREICHE

PENRREHREEEE (BRERE)

ABEETY., /HE
[ ]
EETmANEESTSN ERSES :::1
T [EESESHERE 2 WEABRER SESEEEEm )
R (EEREE) | SFE0E MRS R H
BisEEEm s 2EEIC 1B A S EEENGE ;E
| cNET. = ) %_3
, R — | 2
EMORROBSCEAD  ONKHER )
EARORETE. mEp D oRAR ,%”
HEHSCEDESEMES  OEIE (BEL oS %
n#v. 7
Fir, FEEMEE] i, WE )
sty b TOIIALEETD. w7
i
S rifoge. BROEECHE OESESR OEMSE ;
24 Iy ASEETT. _ OFFEMREE oA RE Y
@Dﬂ _ir:‘ f;ﬁﬁ%fjﬁxti o (BE) 55 9
TROEEEEUET. 2
OEEHHATINERRE 0
SEIH (FEL) 0FE (1)
e |~
< 5 LJ A—wplLe e —hMar A SN RTERE
= PHIOBE. A OERR  OERRTEEE:
LS — . oI —iEE
O F— A —HEEERE
O ) NS

pdd


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
保険が必要となるとき：個人
保険に入るきっかけは事故に備えようとすること。
　このスライドでは、
　　　・車を買った
　　　・旅行に行く
　　　・家を建てた（買った）
　　　・病気・怪我に備えたい
　　　・他人にケガを負わせたり、モノに損害を与えた場合に備えたい
　などが取り上げられている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
保険が必要となるとき：企業・法人（事業体）
保険に入るきっかけは事故に備えようとすること。
　このスライドでは、
　　　・車を所有
　　　・建物・財物を所有（建物と建物に収納されるものとは保険上区分される）
　　　・火災事故などで売上と利益が減少する
　　　・輸送中の事故（陸上・海上）
　　　・第三者の身体障害、モノの毀損により賠償する必要が生じた場合に備えたい
　などが取り上げられている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生命保険に入るきっかけ・　
　・結婚した子供が生まれた
　・老後の生活資金を確保したい
　・病気・怪我に備えたい
　・介護に備えたい
　・子供の教育資金を確保したい

生命保険の種類
定期保険　ある決まった期間内の死亡に対して支払う
収入保障保険　ある決まった期間内の死亡に対して一時金でなく年金として支払う
終身保険　生涯の期間の死亡に対して支払う

変額保険　支払われる保険金の額が保険会社の運用実績に応じて変化する

養老保険　期間中の死亡と満期時の生存のいずれかに対して支払う
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生命保険と損害保険の基本
基本は、偶然な事故に対して金銭を支払うことによって、保障・補償を提供する
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
個人保険と法人・企業保険は、別の保険種類と考えられている。
また、保険市場も多くの国で別の市場と考えられている。


団体保険は生命保険では個人とは別の保険市場と考えられている。


CABAaRF2m [RIE5H 20 135EFY 16 45188

2 RIEDIELE —

(6) REIRIREML SRR

TiZTHGIESN S RERRUNHZRRLH S

RERKR F4 £anfRiR- B LRER- KRR
LEENERICHATIGEENITEAE

HARRE B BEERR-FRERR-EEEFERKR-ERAKRRKR
MAFRFIF =T HRER (R, EZER)

RERER HERIR

13

©20134 R4/ fEtHFIAT


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
社会保険
　　社会政策上の目的を達成するために保険技術を用いる保険
　　　例：厚生年金保険制度、国民年金保険制度、健康保険制度、介護保険制度、労働者災害補償保険

・社会保険の特徴
　・ 社会保険；強制保険・当然適用　←→　民間保険；任意保険
　　・ 社会保険＝法律を制定して被保険者（適用範囲）、保険料（拠出）、保険金（給付水準、内容）が定まる
　　　　←→　民間保険；任意保険＝法律を制定することなく契約によって決まる
・民間保険と社会保険の違い
　　・社会保険：所得の再分配機能　資産のある者が、現在所得がない失業者・年金受給者などのために支払う
　　　　　健康な者が、疾病を患っている者に対する保険給付の財源を負担する　
・民間保険と社会保険との関係・接点
　	一般的な議論：公私分担論　私的保険である民間保険は、公的保険である社会保険を補完する役割
　　　　・年金保険における公的保険、企業年金保険、個人保険（三層構造）「日本の年金保険の基本　　　
　　　　　構造は、老後の所得保障を目的として、公的年金、企業年金、個人年金の3本柱（3層構造）
　　　　　によって構成されている」（下和田功編「はじめて学ぶリスクと保険〔第3版〕」（有斐閣　2010年）
　　　　・自賠責保険の上乗せの任意自動車保険
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・保険に入る、保険を付ける　＝　保険契約をする

・保険料と保険金
　　　　保険料は、保険を利用する料金　掛け金とも言われる
　　　　保険金は、保険からの金銭給付
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・生命保険と損害保険で、用語が違っている。

保険契約者
　　　　自分の名前で、保険契約をする者


被保険者　
　　　　損害保険の被保険者：　火事などの事故によって損害を被る可能性がある者
　　　　　　→保険金を請求できる者
　　　　生命保険の被保険者：　その人の死亡が生命保険の対象となっている者
　　　　　　→保険金を請求できる者ではない

保険金受取人
　　　　保険金を請求し、受け取ることができる者

　　　　損害保険では被保険者だが、生命保険では被保険者ではなく生命保険契約を
　　　　締結する際指定することが一般的である。
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